
 

 

平成 2９年度第１回（通算第 8７回） 

山口国際文化学研究会へのおさそい 
教員世話人 川口喜治 

         院生世話人 荒木麻耶 ﾋﾞｼﾞｬﾓｰﾙ・ｴﾚﾛ・ｴﾌﾗｲﾝ 

十亀陽太 中村光里 

 
■日時    平成 2９年４月２６日（水曜日）16 時 25分より 
■場所    B-202（北キャンパス） 
■主催    山口県立大学大学院国際文化学研究科 
■発表者  国際文化学研究科 教授 山口 光 

 

プロダクトデザインと「〜らしさ」 

- 無意識に選ばれている「モノのアイコン」について - 

 
 

要旨 
 

 我々は日常生活の中で、様々な「モノ」に囲まれています。使い慣れた文房具、

料理の器、お気に入りのバッグなど、数え上げればキリがありません。そして、それと同

じくらい「モノを使った経験」があると言えるでしょう。つまりは、ある程度の「先入観」を

持っているのです。 

 実は、モノのデザインをするプロダクトデザインの分野では、この「先入観」の扱い方

が重要なポイントになります。身近な日用品から伝統工芸品まで、様々なモノに潜

んでいる「〜らしさ」について、実物を交えながらお話をしたいと思います。 

 


